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Ⅰ．はじめに
フロアボール（Floorball）とは、アイスホッ
ケーから発祥した室内ホッケー競技でありス
ティックを使ってプラスチック製のボールを相手
チームのゴールに入れて得点を競う団体球技であ
る。スウェーデン語ではInnebandy、ドイツ語で
は Unihockey という名称である。フロアボール
が盛んな地域はスウェーデン、フィンランド、ス
イスなどである。また、ノルウェー、チェコ、シ
ンガポール、日本、オーストラリア、アメリカ、
韓国などでも行われている。現在、オリンピック
の正式種目としての認可を目標として、世界的に
競技の拡大、発展をしている。日本は、1983 年
から競技を始め、1995 年に国際フロアボール連
盟（International Floorball Federation）に加盟
した。 日本は、 世界で２番目の加盟国である。
1998 年に第１回世界選手権が開催され、日本は
第１回大会から出場している。現在、日本フロア
ボール連盟（Japan Floorball Federation）には
85 のクラブが加盟しており、競技人口は約 2300
人である。
試合は、１チーム６人で行われ通常１ピリオド
20分間で第３ピリオドまで行う。コートは40m×
20mの広さを持ち、周囲を高さ50cmのフェンス
で囲みコーナーフェンスには丸みを持たせている。
ルールは、 アイスホッケーに似ているがフロア
ボールは防具を付けずサッカーのようなユニ
フォームで競技をするのでアイスホッケーのよう
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に相手に強く当たってはならない。 アイスホッ
ケーのように選手の交代は自由にでき１チーム最
大 20 人で構成される。 ゴールキーパー以外の
フィールド選手は、競技時間において１回の出場
に約１分～１分 30 秒間で交代する。１回の出場
で選手は激しい攻防を常に続けていくため運動量
は非常に多いといえる。運動量はゲームの勝敗に
関係してくるが、チームの戦術や技術などによっ
て差が生じる。
日本は、世界選手権やアジア・太平洋選手権な
どの国際試合に出場しているが世界に比べて競技
人口やチーム数が少ない。日本は、世界のトップ
レベルの国々に比べ競技レベルも低く、運動量や
スピード、身体能力だけでなく選手の動き方など
の戦術に大きな差がある。
世界フロアボール選手権大会／戦績
世界フロアボール選手権大会とは、国際フロア
ボール連盟（IFF）が主催する大会であり、私は
チェコで行われた“2013 女子世界フロアボール
選手権大会”に選手として出場した。それぞれ、
世界大会の予選大会を勝ち抜いた 16 ヵ国が出場
している。アジアからは日本・オーストラリア・
韓国が出場した。予選は各ブロックの総当たりで
１ブロック４ヵ国である。またAとBの２つのデ
ヴィジョン（division）がある。（資料１）（資料２）
日本の試合は予選を全敗で、グループ最下位と
なりPlay-Off（順位決定戦）をむかえた。また２
つのデヴィジョンに分かれているため日本は A
デヴィジョンの国とは自動的に戦えなくなり
13-16 位の決定戦となった。Play-Off 初戦はハン
ガリーとで、敗戦であった。最終戦は韓国とで、
勝利することができた。その結果、日本の順位は
15 位で世界選手権を終えた。また、今大会のベ
スト４は、スウェーデン・フィンランド・スイス・
チェコの順であった。王者スウェーデンは圧巻の
強さを見せつけたが、他３ヵ国は白熱した戦いで
レベルの差はあまり変わりなかった。そして、日
本も前回は全敗で 16 位あったが、今大会で順位
を１つあげることができた。 同じアジアである
オーストラリアは、前回15位から12位まであげ
ている。アジアは世界のトップの国よりもまだま
だ劣っているところはたくさんあるが、伸びしろ
を感じられた大会だったと思う。
フロアボール世界選手権出場報告 41
状　況
日本のフロアボールの現状は厳しい状況にあ
る。私の練習日数は週に５～７日ほどである。充
実しているようにも思えるが、定期的な練習は週
に３日程しかない。そのほかは、他チームの練習
に参加させてもらったり、体育館の開放というよ
うな時間に自主練習をするというような形で日々
練習を重ねている。競技人口が少なくマイナーな
スポーツのため、クラブのリンクはもちろんない
し体育館を借りるとしても練習に人数が集まらな
いというような、充実した練習は数少ない。また、
コーチは経験がある現役選手や、現役から離れた
選手などに指導してもらっているため、現役選手
にはさらに練習が削られている現状である。
そして、日本代表として国際大会に出場してい
るが、遠征費は選手の実費である。また、代表の
合同練習も週に１回でとても少ない状況である。
遠征費用を貯めながら練習をして、数少ない代表
練習で世界との差を縮めるのはまだ時間がかかる
と思われるが、様々な場面でも活動は広がり、国
士舘大学にもフロアボールチームができた。また、
日本学生フロアボール選手権大会（インカレ）が
2011 年から開催されるようになり、国士舘男子
チームは第２，３回大会を優勝し２連覇という好
成績を残している。他にも、年に何度かミニフロ
アボール大会が開催されたり、講習会が開かれた
りしている。
このように、厳しい現状ではあるが、様々な場
面でフロアボールの普及活動は行われている。
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国士舘の代表選手
国士舘大学の在学生、卒業生のなかからも代表
に選ばれた選手がいる。（資料３）
Ⅱ．最　後
私は、今回の世界選手権で自分のプレイに自信
がついた。今回の世界選手権は２度目で、前回の
初めての世界選手権ではまったく歯が立たな
かったが、今大会は自分が２年間練習してきたこ
とが世界に通用していると実感することができ
た。チームが一丸となって得点を取ること、守る
こと、そして勝利を得ること。成績を残すという
ことは、とても簡単なことではないが、それらを
経験して感じたことは自分自身を大きくさせ、と
ても充実したものとなった。フロアボールがオリ
ンピック競技に承認されたら、もちろん選手で出
場すること。そのために、競技生活は日々精進し、
普及活動にも力を入れて、今後のフロアボールに
大いに貢献したいと思う。
資料３
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